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が附着していた． そして幸にも， すで に！とJtiしてい
た．念のため肋骨リと牌表!Iiとの問にガーゼ多数を以
て圧迫タンポ〆 をほどこして術を終った．術中p 術後
輸血p 輸液を続けたが術後 5 時間後には lUi:＇~ 120mm 
Hg.にi主し，以後これより下ることはなかった．








































































神戸中央市民病院 渡辺 三喜 男
腎p 肝破裂に就いては読者と同意見であるが，｜月：こ
就いては牌門部liJ!l裂が多い様であるから開腹を早く行
うと云う注意が必要であろう．
